
平成16年度町消防団秋季演習が10月17日、新地小学校で行
われ、約350人が参加しました。団員たちは、通常点検や小・
中隊訓練、機械器具点検、ポンプ操法、中継放水訓練、水害
に備えた水防訓練を、機敏な動作で行いました。
町消防団、婦人消防隊は、日ごろから、火災・災害に備え、

訓練を行い地域の防災に努めています。
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歳出決算額 
4,543,232千円 
（100％） 

歳出決算額 
4,543,232千円 
（100％） 

総務費 
738,294千円千円 
　（16.3％） 

民生費 
755,085千円 
　　（16.6％） 

農林水産業費 
665,665千円 
　（14.6％） 

土木費 
901,407千円 
　（19.8％） 

教育費 
397,570千円 
　　（　　（8.8％）％） 

公債費 
422,798千円（千円（9.3％） 

衛生費 
340,433千円（千円（7.5％） 

総務費 
738,294千円 
　（16.3％） 

民生費 
755,085千円 
　　（16.6％） 

農林水産業費 
665,665千円 
　（14.6％） 

土木費 
901,407千円 
　（19.8％） 

教育費 
397,570千円 
　　（8.8％） 

公債費 
422,798千円（9.3％） 

衛生費 
340,433千円（7.5％） 

消防費 
153,552千円 
　　（3.4％） 

議会費 
87,283千円（1.9％） 

商工費 
38,337千円（0.8％） 

労働費 
16,048千円（0.4％） 
災害復旧費 
5,850千円（0.1％） 
諸支出金 
20,910千円（0.5％） 人件費 

1,093,586千円 
　（　（24.1％） 

公債費 
422,798千円 
　（9.3％）％） 

普通建設費 
1,031,068千円 
　（22.7％）％） 

物件費 
511,492千円 
　（11.3％） 

補助費等 
627,258千円 
　（13.8％）％） 

人件費 
1,093,586千円 
　（24.1％） 

公債費 
422,798千円 
　（9.3％） 

扶助費 
190.882千円 
　（4.2％） 

普通建設費 
1,031,068千円 
　（22.7％） 

物件費 
511,492千円 
　（11.3％） 

補助費等 
627,258千円 
　（13.8％） 

繰出金 
420,564千円 
　（9.2％） 

その他 
239,734千円 
　（5.3％） 

災害復旧費 
5,850千円 
　（0.1％） 

投資的経費22.7
％

その
他
の
経
費
　3

9.7
％ 義務的経費

　
37.6％

旧
庁
舎
解
体
整
備
事
業
な
ど
。

老
人
福
祉
、
保
育
所
運
営
費
、

出
生
児
祝
金
な
ど
。

農
業
振
興
事
業
費
、
畜
産
業
費
、

松
く
い
虫
防
除
、
ふ
る
さ
と
の
森

整
備
事
業
、
ア
ワ
ビ
中
間
育
成
及

び
放
流
事
業
、
農
村
総
合
整
備
事

業
な
ど
。

道
路
改
良
舗
装
、
公
営
住
宅
建

設
、
総
合
公
園
整
備
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
。

教
育
振
興
費
、
町
奨
学
資
金
貸

付
、
図
書
館
維
持
管
理
費
な
ど
。

借
り
た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
。

住
民
健
診
、
生
活
ご
み
収
集
運

搬
、
病
院
負
担
金
な
ど
。

広
域
消
防
負
担
金
、
消
防
施
設

整
備
費
な
ど
。

議
会
だ
よ
り
発
行
、
議
会
に
要

す
る
経
費
な
ど
。

福
島
県
信
用
保
証
協
会
貸
付
金

な
ど
。

福
島
県
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事

業
な
ど
。区　　分

国民健康保険

老人保健

介護保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

8億0,868万9千円

9億1,001万5千円

4億0,069万0千円

5億8,846万3千円

2億7,767万8千円

7億4,555万8千円

9億0,889万8千円

3億8,791万5千円

5億7,931万2千円

2億5,700万1千円

歳　　　入 歳　　　出

積立金 140,610千円
貸付金 64,305千円
投資及び出資金 18,577千円
維持補修費 16,242千円
計 239,734千円

町税 
2,969,988千円 
　　　（62.8％） 

町税 
2,969,988千円 
　　　（62.8％） 

繰入金 
166,279千円 
　　　（3.5％） 

その他 
391,377千円 
　　（8.3％） 

その他 
391,377千円 
　　（8.3％） 

県支出金 
254,491千円 
　　（5.4％） 

県支出金 
254,491千円 
　　（5.4％） 

町債 
425,000千円（9.0％） 
町債 
425,000千円（9.0％） 

国庫支出金 
293,746千円 
　　（6.2％） 

その他 
227,057千円 
　　（4.8％） 

自
主

財源　74
.6

％

歳入総額 
4,727,938千円 
（100％） 

依存
財源

25.4
％

平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
決
算
額
が
、
９
月
の
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入

総
額
が
47
億
２，
７
９
３
万
８
千

円
で
対
前
年
度
比
28.

１
％
の
減
、

歳
出
は
45
億
４，
３
２
３
万
２
千

円
で
対
前
年
度
比
28.

７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、町
税
が
歳
入
全
体
の

62.

８
％
、な
か
で
も
固
定
資
産
税
は

税
収
入
全
体
の
90
％
で
し
た
が
、
前

年
度
よ
り
３
億
８
４
５
万
６
千
円
で

10.
３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
相
馬
地
域
開
発
関
連

償
却
資
産
の
償
却
に
よ
る
減
が
主

な
原
因
で
す
。ま
た
、国
庫
支
出
金

で
は
総
合
公
園
整
備
事
業
・
公
営

住
宅
整
備
事
業
等
の
補
助
金
が
増

加
、繰
入
金
で
は
、役
場
庁
舎
建
設

基
金
・
公
共
施
設
等
整
備
基
金
等

か
ら
の
繰
入
が
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、土
木
費
で
、総
合
公
園

整
備
事
業
、公
営
住
宅
建
設
事
業

が
増
加
し
ま
し
た
が
、総
務
費
で
新

庁
舎
建
設
事
業
・
情
報
通
信
格
差

是
正
事
業
・
公
共
サ
イ
ン
計
画
整

備
事
業
が
終
了
。民
生
費
で
は
、特

養
ホ
ー
ム
建
設（
増
床
）
事
業
等

が
終
了
。教
育
費
で
は
、中
学
校
校

庭
拡
張
工
事
等
が
終
了
し
た
こ
と

に
よ
り
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税

や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
で

す
。町
の
大
切
な
お
金
と
し
て
、
教

育
や
福
祉
、
施
設
の
整
備
な
ど
様
々

な
事
業
に
幅
広
く
あ
て
ま
し
た
。

備
え
て
積
み
立
て
て
お
い
た
基
金

か
ら
一
般
会
計
へ
移
動
し
た
お
金
。

国
が
町
の
事
業
に
対
し
て
負
担

す
る
お
金
。
総
合
公
園
整
備
な
ど

に
あ
て
ま
し
た
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
事
業
や
総
合
公
園
の
整
備

な
ど
に
あ
て
る
た
め
の
町
の
借
金
。

県
知
事
の
許
可
に
よ
り
、
政
府
資

金
な
ど
か
ら
借
り
ま
し
た
。

県
が
町
の
事
業
に
対
し
て
負
担

す
る
お
金
。
使
い
道
は
決
ま
っ
て

い
て
福
祉
関
係
や
農
林
水
産
業
事

業
に
あ
て
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
は
、
自
動
車
重
量

譲
与
税
、
地
方
道
路
譲
与
税
、
特

別
と
ん
譲
与
税
な
ど
。
分
担
金
及

び
負
担
金
・
そ
の
他
は
、
保
育
料

や
町
営
住
宅
使
用
料
、
役
場
窓
口

で
発
行
す
る
印
鑑
証
明
手
数
料
な

ど
で
す
。

地方譲与税 92,255千円
利子割交付金 5,983千円
地方消費税交付金 75,369千円
自動車取得税交付金 26,739千円
地方特例交付金 21,726千円
地方交付税 3,287千円
交通安全対策特別交付金 1,698千円

計 227,057千円

固定資産税 2,673,055千円

町民税 237,915千円

町たばこ税 42,891千円

軽自動車税 15,954千円

特別土地保有税 173千円

分担金及び負担金 68,042千円
使用料及び手数料 25,441千円
財産収入 21,381千円
寄付金 4,450千円
繰越金 206,906千円
諸収入 65,157千円

計 391,377千円



項　目 総 務 費

82,731

16.3

民 生 費

84,613

16.6

農林水産費

74,593

14.6

土 木 費

101,009

19.8

教 育 費

44,551

8.8

公 債 費

47,378

9.3

衛 生 費

38,148

7.5

そ の 他

36,080

7.1

歳出総額

509,103

100.0

一人当たりの
支　出

構成比

項　目 固定資産税

299,536

90.0

町　民　税

26,660

8.0

町たばこ税

4,806

1.4

軽自動車税

1,788

0.5

特別土地保有税

19

0.1

税収総額

322,809

100.0

一人当たりの負担

構　成　比

①土地 3,466,079㎡
建物 49,986㎡

②有価証券 15,265千円
③出資による権利 18,931千円

①土地開発基金 164,337千円
②財政調整基金 1,485,421千円
③減債基金 52,749千円
④人づくり基金 12,482千円
⑤地域振興基金 44,538千円

⑥教育振興基金 6,807千円
⑦公共用施設維持基金 120,996千円
⑧地域福祉基金 189,934千円
⑨地域活性化基金 136,800千円
⑩公共施設等整備基金 1,783,311千円
⑪ふるさと水と土保全基金 10,061千円
⑫スポーツ振興基金 22,427千円
⑬国民健康保険給付費支払準備基金 100,464千円
⑭介護給付費準備基金 24,002千円

基金合計 4,154,329千円

駒ヶ嶺駅前住宅地造成費（２次） 48,243
地方バス路線運行維持費 25,031
コミュニティ助成事業 2,500
地域活性化基金活用事業 3,619
緊急雇用対策事業 10,978
産業育成支援事業（遊海しんち） 3,331
生活ゴミ収集運搬処理事業 12,905
保育奨励金交付事業 2,480
出生児祝金交付事業 2,200
子育て支援事業 11,646
チャイルドシート等購入設置奨励事業 166
身体障害者等扶助費 74,888
敬老祝金交付事業 7,840
介護激励金 250
紙おむつ助成 3,888
乳幼児医療費扶助費 22,465
児童手当の支給 34,785
人づくり事業(生徒海外派遣助成事業) 420
旧役場庁舎解体及び敷地整備費 28,560
男女共同参画プラン策定事業 2,031
新多目的交通システム調査費 1,710
姉妹都市交流事業（サミット） 200

住民健康診査に要する経費 50,545
遊休桑園抜根事業 87
転作推進事業 15,549
集団転作推進事業 582
松くい虫防除事業 9,725
育成単層林緊急整備事業 3,035
ふるさと林道緊急整備事業 15,000
ふるさとの森整備事業 10,000
ほ場整備事業費補助 58,259
農村総合整備事業 180,000
道路維持補修事業 18,179
道路改良舗装事業 181,395
駒ヶ嶺駅前住宅建設事業 130,344
土地区画整理事業（新地中央地区） 16,464
公共下水道事業 143,959
農業集落排水事業 60,606
合併処理浄化槽設置整備事業 8,460
教育奨学金貸付事業 29,220
生徒研究派遣事業 1,702
埋蔵遺跡発掘調査費 7,408
総合公園整備事業 223,238
第15回福島駅伝大会出場事業費 1,500

町
職
員
の
給
与
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
給
与
、
民
間
企
業
の
給
与

な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
職
員
の
意
欲
の
向
上
や
公
務
能
率
の
向
上

を
考
え
、
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
員
給
与
は
、
町
議
会
で
の
予
算
と
給
与
条
例
の
審
議
を
通
し
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
町
職
員

の
給
与
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
は
、
給
料
表
に
定
め
る
給
料
月
額
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、

期
末
手
当
に
つ
い
て
も
０.

２
５
ヵ
月
分
引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
扶
養
手
当

（
配
偶
者
）
及
び
住
居
手
当
（
自
宅
）
に
つ
い
て
も
引
き
下
げ
ま
し
た
。

区　　分 給料（報酬）月額

町 　 長

助 　 役

収 入 役

教 育 長

776,000円

643,000円

625,000円

610,000円

区　　分 給料（報酬）月額 期 末 手 当

６月期 1.6月分
12月期 1.7月分
計 3.3月分

議 　 長

副 議 長

議 　 員

300,000円

254,000円

237,000円

区　分
歳出額
Ａ

人　件　費
Ｂ うち職員給Ｃ

人件費率（％）
（B/A）（C/A）

15年度 4,543,232
千円

1,093,586
千円

711,848
千円

24.1
％

15.7
％

※平成16年度３月31日で１名退職したが、新規採用は行わず
派遣職員を１名減とし行政部門に配置した。

区　分
一般行政職

平均給料月額

322,600
円

40.11
歳　

307,700
円

46.90
歳　

平均年齢 平均給料月額 平均年齢

技能労務職

16年４月１日
現　在

期末手当
勤勉手当

（期末手当）（勤勉手当） （計）
６月期 1.4月分 0.7月分 2.1月分
12月期 1.6月分 0.7月分 2.3月分
計　 3.0月分 1.4月分 4.4月分

（職制上の段階、職務の級等による加算措置あり）

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.875月分
勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続35年 47.5 月分 60.99 月分
最高限度額 60.0 月分 60.99 月分
その他の加算措置　退職時特別昇給　１～２号俸

扶養手当

住居手当
100円～27,000円

借　　　家
自　　　宅

交通機関利用者
運賃相当額

交通用具使用者
2,200円～43,900円

新築・購入から５年間
3,500円

その他
2,500円

通勤手当

配偶者 13,500円
第１子　配偶者扶養 6,000円

配偶者非扶養 6,500円
配偶者なし 11,000円

第２子 6,000円
その他 それぞれ5,000円
16歳～22歳の子１人につき 5,000円を加算

部　　　　門

一般行政
部　　門

議　会
総務企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木

２
２６
７
３７
９
１２
２
１３

小　計
教　育
小　計
下水道
その他
小　計

１０８
２２
２２
５
４
９

１３９

２
２６
７
３７
９
１２
２
１３
１０８
２２
２２
５
４
９

１３９

特別行政
部　　門

公営企業等
会計部門

合　　　計

職 員 数（人） 対前年
増減数1 5 年 1 6 年
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「
第
18
回
新
地
町
ふ
る
さ
と
産

業
ま
つ
り
」「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

「
図
書
館
ま
つ
り
」
が
11
月
13
日

、
14
日

に
新
地
町
役
場
・
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
行

わ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
で
は
、

先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
も
ち
つ
き
や
福
引
き
抽

選
会
の
ほ
か
、
特
産
品
の
販
売
・

展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
・
図

書
館
ま
つ
り
で
は
、
健
康
優
良
者

等
の
表
彰
や
健
康
講
演
会
、
映
画

上
映
、
各
種
コ
ー
ナ
ー
な
ど
た
の

し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ベストリーダー・行事写真・大
型絵本・郷土資料・図書展示等

除籍した図書・雑誌の配付

成分・全血）

パネルシアター・読み聞かせ

健康ポスター・標語コンクール
・高齢者作品展示

試食コーナー

絵画・写真などの展示

除籍した図書・雑誌の配付

ベストリーダー・行事写真・大
型絵本・郷土資料・図書展示等

絵画・写真などの展示

カレンダー作り

（赤ずきんちゃん番外編）

～健康しんち21計画～
講師：福島県立医科大学教授

加藤清司先生

試食コーナー

健康ポスター・標語コンクール
・高齢者作品展示

※内容については変更する場合がありますので、ご了承ください。

・保健センター（ ２０９６）
・図書館　　　（ ５０３１）

相双地方振興局では、11月を「相双地方地産地消推進月間」、12月を「同実践月間」として、地元のいい物を再発
見・体感する機会を設け、住民の方に地消（消費、利活用）をしてもらうため下記事業を展開します。

相双地方の14市町村の地産地消推進店、農産物直売所21店において、キーワードラリーを実施します。
５ヵ所以上のキーワードを集めた方には、ラリー参加店の特産品を抽選でプレゼントします。

11月14日 ～12月26日
あぐりや（ ５２２０）

11月14日 道の駅そうま
地元産品を使った料理の紹介・試食や、クイズ、その他地産地消に関するイベント等。
相双地方振興局地域づくり・商工労政グループ（ １１４２）



総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
が
９
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
社
会
を

活
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
は
、
若
年
か
ら

高
齢
者
ま
で
さ
ら
に
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
も
つ
人
も
手
軽
に
利
用

で
き
る
機
器
を
導
入
し
、
す
こ
や

か
な
ふ
れ
あ
い
の
場
に
と
い
う
視

点
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し

た
。

な
か
で
も
、
今
回
新
た
に
導
入

し
た
、

は
弾
性

ゴ
ム
の
張
力
を
利
用
し
た
ゴ
ム
チ

ュ
ー
ブ
負
荷
方
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
で
す
。
ど
の
よ
う
な
方

向
に
も
運
動
が
で
き
、
数
多
く
の

運
動
方
法
が
あ
り
ま
す
。
抵
抗

（
最
大
で
７

）
は
ゴ
ム
の
長
さ
を

変
え
て
行
い
ま
す
。
弾
性
ゴ
ム
は

そ
の
性
質
に
よ
り
筋
力
の
強
化

（
特
に
持
久
力
）
に
有
効
で
す
。

低
負
荷
で
高
頻
度
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
続
け
る
こ
と
は
運
動
選
手

の
競
技
力
向
上
、
高
齢
者
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
・
リ
ハ
ビ
リ
に
も
適
し

て
お
り
、
複
数
回
の
反
復
運
動
は

神
経
系
の
活
性
化
を
促
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
筋
力
マ
シ
ン
・
レ
ッ

グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
＆
カ
ー
ル

と
シ
ョ
ル
ダ
ー
プ
レ
ス
は
重
量
を

負
荷
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
で
す
。
ハ
ー
フ
ウ
エ
イ
ト
（
0.5

）
が
標
準
装
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
決
め
の
細
か
な
負
荷
設
定
が

可
能
で
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

・
町
内
の
方
　
１
０
０
円

・
町
外
の
方
　
１
５
０
円

①
事
務
室
受
付
で
、
利
用
料
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
土
足
禁
止

で
す
。
室
内
用
運
動
靴
が
な
い

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
内
は
飲
食
禁

止
で
す
。

④
午
後
９
時
に
施
錠
・
消
灯
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
着
替

え
等
を
す
ま
せ
て
退
館
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
使
い
終
わ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
は
、
次
の
人
の
た
め
に
タ

オ
ル
で
汗
を
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
デ
ィ
ス
パ
イ
ダ
ー

１
台

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

２
台

・
自
転
車

２
台

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は

時
速
0.5

か
ら
18

で
の
走
行
が

可
能
で
、
傾
斜
角
度
も
マ
イ
ナ
ス

２
％
か
ら
11
％
と
下
り
、
上
り
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来
ま
す
。

自
転
車
・
コ
ー
ド
レ
ス
ハ
イ
パ

ワ
ー
は
自
家
発
電
タ
イ
プ
の
環
境

に
や
さ
し
く
、
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
と

電
源
が
自
動
的
に
入
り
、
脈
拍
数

の
測
定
は
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
だ
け

の
簡
単
操
作
で
す
。

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
い
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
最
適
で

す
。ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実際に機器を使っての説明・使用方法、また、体
調チェックの仕方について次の日程により講習会を
行います。

各２０名
無料
専門の指導員が説明いたします。
トレーニングウェアー、室内シューズ、
タオルをお持ちください。

新地公民館（ ２０８５）

・
ス
テ
ア
マ
ス
テ
ー

１
台

・
シ
ョ
ル
ダ
ー
プ
レ
ス

１
台

・
ア
ブ
ド
ミ
ナ
ル
ク
ラ
ン
チ

１
台

・
ハ
イ
パ
ー
エ
ク
ス
テ
ィ
シ
ョ
ン

ア
ジ
ェ
ス
ト

１
台

・
レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
＆

カ
ー
ル

１
台

・
ベ
ル
ト
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー

１
台

・
体
内
脂
肪
計

１
台

・
全
自
動
血
圧
計

１
台

・
ビ
デ
オ
セ
ッ
ト
（
ソ
フ
ト
付
）

・
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
マ
ッ
ト

15
枚

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
説
明
マ
ッ
ト

１
枚

小
学
３
年
生
の
息
子
と
競
争

し
て
負
け
た
時
に
、自
分
の
体
力

が
落
ち
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、散
歩
を
始
め

た
の
で
す
が
、さ
す
が
に
今
の
時

期
に
な
る
と
寒
い
し
暗
く
な
る
の

が
早
い
の
で
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
変
え
ま
し
た
。

い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
一
人

で
自
由
に
楽
し
く
運
動
で
き
る
の

が
魅
力
的
で
す
ね
。
そ
し
て
、
一

人
ひ
と
り
の
体
力
が
違
う
の
で
、

そ
の
人
に
合
っ
た
機
器
の
使
い
方

を
教
え
て
く
れ
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
い
れ
ば
も
う
最
高
で
す
ね

（
笑
）。



第16回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が、11月21日 、
白河市から福島市までの16区間95.2キロのコースで、県内81市
町村が参加して行われます。
新地町は昨年、総合70位と順位を落としましたが、今年は目
標の50位以内をめざし、選手たちは一丸となって練習に取り組
んでいます。
当日は、テレビやラジオの生放送もあります。選手たちの
力走にご声援をお願いします。

常
磐
自
動
車
道
新
地
〜
山
元
間

の
早
期
事
業
実
施
を
要
望
す
る
、

新
地
・
山
元
両
町
合
同
に
よ
る

「
道
を
考
え
る
会
」
は
10
月
９
日
、

新
地
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
両
町
か
ら

約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

加
藤
憲
郎
町
長
、
森
久
一
山
元

町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
日
本

道
路
公
団
近
藤
剛
総
裁
が
基
調
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

近
藤
総
裁
は
「
来
年
10
月
１
日

を
目
標
に
道
路
公
団
を
東
日
本
・

中
日
本
・
西
日
本
に
３
分
割
し
て

株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ

と
。
新
会
社
設
立
後
、
重
要

な
こ
と
は
高
速
道
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
、
渋
滞
箇
所

の
解
消
、
安
全
性
の
確
保
と

向
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

重
視
し
て
い
く
こ
と
。
新
地

〜
山
元
間
に
つ
い
て
は
立
場

上
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
が
、

我
々
が
優
先
順
位
を
決
め
た

と
こ
ろ
は
、
一
気
呵
成
に
や

り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
後
は
、
両
町
民
を

代
表
し
て
４
名
の
意
見
発
表
が
行

わ
れ
、
新
地
町
か
ら
は
、
駒
ヶ
嶺

小
学
校
５
年
の
石
田
湧
紀
く
ん

（
高
田
）、
相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱

企
画
課
長
の
荒
達
也
さ
ん
（
中
里
）

が
、
日
ご
ろ
高
速
道
路
に
つ
い
て

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
意
見
・
要

望
な
ど
、
体
験
談
を
交
え
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
次
の
要
望
３
項
目
に

つ
い
て
、
参
加
者
全
員
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、
新
地
町
「
道
を
考

え
る
会
」
後
藤
顯
一
会
長
、
山
元

町
「
道
を
考
え
る
会
」
横
尾
一
夫

会
長
が
、
日
本
道
路
公
団
、
国
土

交
通
省
東
北
整
備
局
に
意
見
書
の

手
交
を
行
い
ま
し
た
。

①
施
行
命
令
区
間
の
整
備
促
進

②
新
地
IC
〜
山
元
IC
間
の
早
期
事

業
実
施

③
い
わ
き
中
央
IC
以
北
に
つ
い
て

の
４
車
線
化

常
磐
自
動
車
道
は
今
年
４
月

に
常
磐
富
岡
IC
ま
で
開
通
。
常

磐
富
岡
か
ら
新
地
IC
（
予
定
地
）

ま
で
の
施
行
命
令
が
出
さ
れ
現

在
施
工
中
。

宮
城
県
側
か
ら
は
、
仙
台
東

部
道
路
が
亘
理
IC
ま
で
開
通
。

亘
理
IC
か
ら
山
元
IC
ま
で
も
施

行
命
令
が
出
さ
れ
現
在
施
工
中
。

宮
城
県
山
元
IC
か
ら
福
島
県

新
地
IC
間
は
、
来
年
10
月
１
日

以
降
、
日
本
道
路
公
団
が
新
会

社
設
立
後
に
整
備
の
予
定
。

（いわき中央～仙台東）

：開通ＩＣ、細字：未整備ＩＣ（仮称）

寺島一宏
テキストボックス
紀
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町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
町
商
工

会
が
企
画
し
た
「
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い

市
」
が
10
月
５
日
、
旧
新
地
町
役
場
跡

地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

特
産
品
や
地
場
産
品
の
販
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
26
店
が
出
店
し
ま
し

た
。
ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
ク
イ
ズ
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

野菜や花などの農作業体験ができる市民農園
「縄文ガーデンファーム」の収穫祭が10月24日に利
用者と関係者約14人が参加して行われました。
今回収穫したのは、里いもとさつまいもの２種
類。
収穫後は、取れたての新鮮な野菜を使ってバー
ベキューや、やきいもをして参加者全員で楽しみ
ました。

平成16年度の町野球リーグ会長杯が10月24日、町
民野球場と新地高校グラウンドを会場に５チームが
参加して行われました。成績は下記のとおりです。
また、当大会で今シーズンの日程が終了し、お世
話になった町民野球場と新地高校グラウンドへ感謝
の気持ちを込めて、各チームの代表者30人が早朝、
周辺の清掃活動を行いました。
：ジャパニーズ ：侍

町国民健康保険主催による「第11回いきいき大運
動会」が10月22日、総合体育館で開催され、町内の
老人クラブ加入者を中心とした、60歳以上の方約５
００人が参加して楽しく競技しました。
運動会では、方部ごとの対抗戦で行われ「キン転
がし」「ビーンボーリング」「ガラッキー」など７種
目のユニークな競技に汗を流していました。
結果は次のとおりです。
：駒南　 ：大戸浜　 ：埒浜

今年で10年目を迎える町の特産品、純米吟醸酒
「鹿狼山」。その原料となる酒米の出庫式が10月22
日、ＪＡそうま新地低温倉庫で行われました。
この日出庫された酒米は、30俵（1.8トン）で、醸
造を依頼している会津坂下町の蔵元、曙酒造に送ら
れました。
今年は、新酒生タイプが12月20日、純米吟醸酒生
タイプが来年３月、純米吟醸原酒が来年11月に町内
の９軒の酒店で販売される予定です。

駒
ヶ
嶺
小
学
校
の
全
校
児
童
が
10
月
７

日
、
小
学
校
近
く
の
水
田
で
稲
刈
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
総
合
学
習
の
一
環
で
５
月
に

同
校
生
徒
が
田
植
え
を
行
い
、
除
草
等
を

自
分
た
ち
の
手
で
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
目
に
な
る
今
年
は
、
ほ
か
の

草
へ
の
抑
草
効
果
が
あ
る
レ
ン
ゲ
の
種
を

使
い
、
有
機
農
法
で
育
て
ま
し
た
。

刈
り
取
り
で
は
、
慣
れ
な
い
か
ま
を
使

い
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
指
導

の
も
と
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
福
田

地
区
推
進
会
議
に
よ
る
、「
い
も
煮
会
」

が
10
月
９
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
毎
年
恒
例
の
「
地
蔵
森
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
、
室

内
で
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
や
輪
投
げ
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
「
ガ
ラ
ッ
キ
ー
」、
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
を
行
い
楽
し

く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

10
年
間
に
わ
た
り
新
地
駅
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
ト
レ
ド
の
会

（
岡
田
博
会
長
）
に
10
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
水
戸
支
社
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
同

日
、
町
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

ト
レ
ド
の
会
は
、
平
成
５
年
度
に
町
海

外
派
遣
事
業
「
町
民
の
翼
」
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
19
名
で
結
成
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視
察
し
、
町
で

も
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
平
成
６
年

か
ら
年
２
回
、
新
地
駅
の
草
刈
り
や
清
掃

活
動
を
開
始
し
、
現
在
も
続
け
て
い
ま

す
。



『
も
も
こ
の
70
年
代
手
帖
』

さ
く
ら

も
も
こ

ま
る
子
の
子
ど
も
時
代
を
語
り

つ
く
す
、
も
も
こ
ワ
ー
ル
ド
の
ル

ー
ツ
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
。

『
ケ
ツ
ノ
ポ
リ
ス
３
』

ケ
ツ
メ
イ
シ

『
Ｐ
ｏ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
Ｏ
ｒ
ｅ
』

オ
レ
ン
ジ
ペ
コ
ー

『
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
』

Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
Ｅ
Ｎ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
℃
以

上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、

普
通
の
か
ぜ
と
同
様
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
気
管
支
炎
、
肺

炎
、
小
児
で
は
中
耳
炎
、
熱
性
け

い
れ
ん
な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基

本
的
に
流
行
性
疾
患
で
、
例
年
11

月
か
ら
４
月
に
流
行
し
ま
す
が
、

一
旦
流
行
が
始
ま
る
と
、短
期
間

で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨

大
な
数
の
人
を
巻
き
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

『
頑
張
ら
な
く
て
も
で
き
る
介
護
』

山
崎
　
え
り
子

10
年
間
の
介
護
生
活
を
経
て
得

た
、
介
護
を
快
適
に
す
る
知
恵
を

紹
介
。
い
つ
か
訪
れ
る
か
も
し
れ

な
い
親
の
介
護
に
不
安
を
持
つ
人
、

介
護
を
し
な
が
ら
自
分
の
生
活
も

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
、

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
な
ど
に
最
適
。

『
帰
っ
て
き
て
！
愛
犬
ナ
ナ
ち
ゃ

ん
』

反
町
　
昭
子

南
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
で
ク
マ
に

襲
わ
れ
た
主
人
を
守
り
、
そ
の
ま

ま
行
方
不
明
に
な
っ
た
愛
犬
ナ
ナ
。

数
日
す
ぎ
て
も
ナ
ナ
は
戻
っ
て
こ

な
か
っ
た
…
。
自
然
の
深
さ
を
伝

え
る
実
話
を
も
と
に
し
た
作
品
。

・
新
地
保
育
所
　
　
満
３
カ
月
〜

・
駒
ヶ
嶺
保
育
所
　
満
１
歳
〜

・
浜
保
育
所
　
　
　
満
１
歳
〜

・
福
田
保
育
所
　
　
満
１
歳
〜

担
任
「
新
米
た
べ
た
？
」

Ｋ
君
「
う
ん
、
新
米
た
べ
た
ヨ
」

担
任
「
新
米
の
あ
じ
は
？
」

Ｋ
君
「
ん
〜

の
あ
じ
」

担
任
「（
・
・
・
新
米
は

・
・
だ
よ
ね
？
）

１３日 １４日
農村環境改善センター

９日 駒ヶ嶺保育所
18日 福田保育所
19日 新地保育所

浜保育所

12日 各保育所

８日 新地保育所
９日 浜保育所
10日 駒ヶ嶺保育所
11日 福田保育所

次
年
度
の
申
し
込
み
は
11
月
中

に
行
い
ま
す
。
各
保
育
所
の
申
込

日
は
、

・
新
地
保
育
所
　
　
11
月
16
日

・
浜
保
育
所
　
　
　
11
月
17
日

・
駒
ヶ
嶺
保
育
所
　
11
月
18
日

・
福
田
保
育
所
　
　
11
月
19
日

の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
。

入
所
の
要
件
は
、
保
育
に
欠
け
る

（
保
育
す
る
方
が
い
な
い
）
幼
児
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
保
護
者
が
求
職

中
で
も
申
込

可
能
で
す
。

『
サ
ジ
ュ
エ
と
魔
法
の
本
（
上
・

下
）』

伊
藤
英
彦

『
い
ち
ご
つ
み
』

神
沢
利
子

『
星
の
カ
ー
ビ
ィ
鏡
の
大
迷
宮
４
コ

マ
大
事
典
』

『
ラ
イ
バ
ル
人
物
伝
』

『
ラ
ス
ト

サ
ム
ラ
イ
』（
館
内
視

聴
用
）

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
』（
館
内
視
聴
用
）

『
ピ
カ
チ
ュ
ウ
の
ド
キ
ド
キ
か
く

れ
ん
ぼ
』

て
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
出
る

ま
で
約
２
週
間
か
か
り
、
持
続
効

果
は
約
５
ヵ
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
ま

で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

『
金
毘
羅
』

笙
野
頼
子

『
花
と
ア
リ
ス
』

岩
井
俊
二

『
東
京
タ
ク
シ
ー
物
語
』

石
山
　
清

『
あ
あ
、
腹
立
つ
』阿

川
佐
和
子
ほ
か

『
虹
色
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
』赤

川
次
郎

『
脳
内
エ
ス
テ
Ｉ
Ｑ
サ
プ
リ
』

予
防
の
一
つ
に
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

１
０
０
％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
発
症
し
て
も
重
症
化

を
防
い
で
死
亡
者
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
予
防
接
種
を
受
け

早
め
に
治
療
し
体
を
休
め
る
こ

と
は
、
自
分
の
体
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
他
の
人
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で

も
大
変
重
要
な
事
で
す
。

入
所
の
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
医
師
に
よ
る
健
康
診

断
も
あ
り
ま
す
。

保
育
所
で
は
、
く
つ
ろ
い
だ
雰

囲
気
の
中
で
、
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
家
庭

で
は
経
験
で
き
な
い
、
同
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
は
楽
し
い
と
い

う
こ
と
を
、
家
庭
と
保
育
所
が
共

通
の
理
解
が
も
て
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
気
楽
に
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

普
段
の
保
育
の
様
子
を
み
て
い
た

だ
き
「
楽
し
い
と
こ
ろ
」
を
感
じ

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

Hello Shinchi! Last month was very fun for me. I visited many differ-
ent places around Japan. Two weeks ago, I took a trip to Osaka. In Osaka, I vis-
ited some of my friends from my University who teach English for Nova
there.They took me to some very amazing places. First, we went to Kyoto. I loved
it there.We saw many great temples and shrines, but I thought the most interesting
was kinkakuji.  I have never seen such an impressive temple before in my life!  I
took many pictures. The next day, we went to koyasan for some hiking and sightseeing. It was very beau-
tiful and peaceful on the mountain.  After we saw many temples and a very interesting cemetery, we
ate shujinryori and macha soft cream.  It was very delicious. The next day, in Osaka, I saw the castle,
the American and European Villages, the giant ferris wheel and the aquarium.  And of course, I ate lots
of takoyaki. My last day, we visited Kobe and visited the site of the earthquake by the water. I enjoyed
my whole trip very much.
And last weekend. I went to yamagata zao to hike with some of my friends. We went to the top of the moun-
tain and saw the huge crater and lake, as well as the shrine. It was my fourth time to visit yamagata zao, but
my first time to visit when there is no snow. It was very beautiful, and I am glad that I got the chance
to see the mountain under all of that snow!
Anyways, I am not traveling as much this month, but I am enjoying the weather very much here
in Shinchi.  Autumn is my favorite season because it is not as hot as summer and not as cold as
winter.  Plus the food this season is wonderful, especially the fruit.  Japanese apples
are my favorite. Until next time, see you around town! 

（和訳は19ページ）

①
常
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
を

と
る
。

②
流
行
時
は
人
混
み
を
避
け
る
。

③
室
内
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
（
湿
度
50
〜
60
％
）。

④
帰
宅
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を

忘
れ
ず
に
。

①
単
な
る
か
ぜ
と
軽
く
考
え
ず
に
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

②
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し

ょ
う
。
特
に
睡
眠
を
十
分
に
。

③
脱
水
症
状
に
気
を
つ
け
、
こ
ま

め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
課
子
育
て
支
援
係
、
各
保

育
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
健
康
保
険
証
（
家
族
全
員
）

・
母
子
手
帳
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ふ
れあ
いと創造のまち

・
相
馬
地
域
開
発
商
工
事
業
協
同

組
合
様
よ
り
３
６
２，

１
４
３
円

・
故
荒
栄
夫
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
荒
武
夫
さ
ん
（
今
神
）
よ
り
10

万
円

・
故
神
田
信
介
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
神
田
睦
子
さ
ん
（
新
地
町
）

よ
り
10
万
円

・
金
沢
ア
サ
ヨ
さ
ん
（
城
内
）
よ

◎場所は保健センター

※平日の修理は指定工事業者にお申し込みください。

り
10
万
円
／
荒
武
夫
さ
ん
（
今
神
）

よ
り
10
万
円
／
吉
田
清
二
さ
ん

（
藤
崎
）
よ
り
カ
ボ
チ
ャ
38

／
山

内
安
義
さ
ん
（
高
田
）
よ
り
ジ
ャ

ガ
芋
他
55

／
村
上
哲
夫
さ
ん

（
釣
師
）
よ
り
紙
パ
ン
ツ
４
袋
／
金

沢
ア
サ
ヨ
さ
ん
（
城
内
）
よ
り
紙

オ
ム
ツ
３
袋
／
杉
目
地
区
よ
り
サ

ツ
マ
イ
モ
30

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
27
回
56

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
７
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
漁
協
婦

人
部
１
回
２
人
／
新
地
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
１
回
２
人
／
新
地
高
校

２
回
45
人
／
高
澤
梨
乃
２
回

町
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
な
が
ら
、
共
に
意
見

交
換
を
行
う
「
地
域
教
育
懇
談
会
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
高
校
生
を
指
導
す
る

立
場
か
ら
の
講
演
を
聴
い
て
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
や
多
く
の
地
域
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
27
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

尚
英
中
学
校
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

・
講
師
　
県
立
新
地
高
等
学
校
長

佐
々
木
孝
司
先
生

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
17
・
18
年
度
の
「
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
受
け

付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

11
月
30
日

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

（

０
２
１
１
）

12月５日 午前10時～午後４時

「新地貝塚」現地見学　午前10時～
※午前10時に農村環境改善センター
からバスが出ます

午後１時～　町保健センター
①演　題　「新地貝塚と手長明神」
語り部　観海堂お話会語り部　小野とめよ氏
②演　題　「新地貝塚の歴史的価値」
講　師　県文化財センター白河館専門学芸員

森　幸彦氏
③演　題　「新地貝塚の保存と活用」
講　師　県文化振興事業団遺跡調査課長

玉川一郎氏
無料

11月15日 まで
希望者には実費で弁当を配付します

町教育委員会（ ４４７７）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
相
馬
地
方
の
観
光
事
業
等

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
共
通
イ
メ
ー
ジ

と
な
る
「
観
光
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

12
月
３
日

Ａ
４
版
の
白
紙
に
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
、
マ
ー
ク
の
理
由
や
説
明
、

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
（
学
生
生
徒
は
学
校
名
）、

電
話
番
号
を
記
載
の
う
え
応
募
く

だ
さ
い（
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
点
）。

※
一
人
何
点
で
も
応
募
可
（
自

作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

・
特
選
（
１
点
）
賞
状
、
５
万
円

・
入
選
（
２
点
）
賞
状
、
３
万
円

・
佳
作
（
５
点
）
賞
状
、
１
万
円

※
入
選
者
が
小
・
中
学
生
の
場
合

は
副
賞
金
額
相
当
の
図
書
カ
ー
ド

・
採
用
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

は
、
当
組
合
に
帰
属
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
は
、
一
部
修
正
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
利
に
つ
い

て
、
当
組
合
は
関
知
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

〒
９
７
６
―
８
６
０
１

相
馬
市
中
村
字
大
手
先
13

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

「
観
光
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
係

（

０
２
１
１
）

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
で
は
、

駒
ヶ
嶺
小
学
校
と
協
力
し
て
、
児

童
た
ち
の
絵
画
や
書
道
、
工
作
品

等
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
作
品

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
19
日

〜
29
日

「
新
地
高
校
の
改
革
を

通
し
て
考
え
る
地
域
の
連
携
」

町
教
育
委
員
会（

４
４
７
７
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
次
の
と
お
り
、「
相
馬
地
方

伝
統
芸
能
披
露
」
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
21
日

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

道
の
駅
そ
う
ま

・
高
田
神
楽
（
新
地
町
）

・
駒
ヶ
嶺
十
二
神
楽
（
新
地
町
）

・
下
太
田
寶
財
踊
り
保
存
会

（
原
町
市
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

（

０
２
１
１
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

町では、農業所得申告の準備をするうえで、収支計算による記
帳の方法などがわからない方のために、申告の相談・記帳指導等
を行っています。お気軽に税務課までご相談ください。
農業所得は、収支計算による申告が基本です。申告時期にあ
わてないよう早めに準備しましょう。

役場税務課（ ２１１９）

11
月
９
日

〜
15
日



◆

今
年
は
、
台
風
の
当
た
り
年

の
よ
う
だ
。
特
に
22
号
、
23
号

は
日
本
列
島
に
大
き
な
つ
め
跡

を
残
し
て
い
っ
た
。
職
員
に
も

厳
重
な
警
戒
態
勢
を
敷
か
せ
た

が
、
幸
い
に
も
台
風
が
進
路
変

更
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
被

害
な
く
す
ん
だ
。

ほ
っ
と
す
る
間
も
な
く
、
今

度
は
、
お
隣
新
潟
県
中
越
地
震

の
発
生
。
市
も
村
も
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
。
村
を
失
い
、

家
族
を
失
っ
た
人
た
ち
の
気
持

ち
を
思
う
と
言
葉
を
失
う
。

台
風
や
地
震
で
尊
い
命
を
失

わ
れ
た
犠
牲
者
に
心
か
ら
の
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
我
が
町
は
本

当
に
災
害
が
少
な
い
町
だ
と
思

う
。
こ
の
地
を
永
住
の
地
と
選

ば
れ
た
先
祖
の
先
見
性
に
感
服

す
る
。

だ
が
、「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る
」
の
例
え
が
あ

る
よ
う
に
決
し
て
油
断
す
る
こ

と
な
く
、
日
々
の
備
え
が
大
切

な
の
で
、
家
族
や
地
域
に
お
い

て
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こんにちは！新地のみなさん。
先月、私はとても楽しかったです。日本の様々な場所を訪れました。
２週間前は大阪に行きました、そこで、今はノバで英語を教えている大学の友達に会
いました。それからいくつかの素晴らしい場所に行きました。初めに京都に行きまし
た。私はそこを気に入りました。私達はたくさんのすごい寺や神社を見ました、中でも
一番すごかったのは金閣寺です。私の人生の中であんなにすごい寺を見たのは初めてです。私は写真を撮りました。
次の日は、高野山に行きハイキングと観光をしました。そこは、とても美しく神聖な山でした。それから、たくさん
の寺や興味深いお墓を見て、精進料理と抹茶ソフトを食べました。とても美味しかったです。次の日は大阪城、アメ
リカ・ヨーロッパ村、大観覧車、水族館に行きました。そして、もちろん「たこ焼き」は食べましたよ。最後の日は、
神戸を訪れ、地震があった場所を見てきました。とても楽しい旅行でした。
そして、先週末。私は何人かの友達と山形蔵王を登りました。山の頂上まで行き、巨大なクレーターと湖、そして
神社を見ました。山形蔵王に行くのに四時間かかりました、しかし私が初めて行ったときは雪がありませんでした。
でも今回は雪化粧の山々を見ることができてとても嬉しかったです。
今月は私はどこにも旅行に行きません、しかしここ新地の天候を楽しんでいます。秋は私の大好きな季節で、夏ほど
暑くなく冬ほど寒くないからです。プラス、食べ物がとてもおいしく特にフルーツがおいしいです。日本のリンゴは
大変おいしいですね。では、次の機会まで。ごきげんよう！

和訳：尚英中学校　古橋英輝先生

10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
診

で
、
虫
歯
０（
ゼ
ロ
）の
子
ど
も
は
23
人

中
12
人
で
し
た
。

◆
２
㎞
／
小
学
１
・
２
年
生
男
子

①
佐
々
木
将
至
（
新
地
小
２
年
）

８
分
11
秒

②
田
村
　
歩
夢
（
駒
ヶ
嶺
小
２
年
）
８
分
49
秒

③
吉
白廴

彗
清
（
太
田
小
２
年
）

８
分
58
秒

◆
２
㎞
／
小
学
３
・
４
年
生
男
子

①
岩
井
　
悠
也
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）

７
分
24
秒

②
阿
部
　
英
城
（
新
地
小
４
年
）

７
分
28
秒

③
蜂
須
賀
康
太
（
請
戸
小
４
年
）

７
分
28
秒

◆
２
㎞
／
小
学
５
・
６
年
生
男
子

①
佐
々
木
章
人
（
新
地
小
５
年
）

６
分
58
秒

②
佐
藤
　
陽
平
（
野
馬
追
Ｒ
Ｃ
）

７
分
25
秒

③
鈴
木
　
　
翔
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）

７
分
29
秒

◆
２
㎞
／
小
学
１
・
２
年
生
女
子

①
阿
部
　
華
穂
（
新
地
小
２
年
）

９
分
７
秒

②
濱
名
　
　
渚
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）

９
分
21
秒

③
三
浦
　
里
織
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）

９
分
28
秒

◆
２
㎞
／
小
学
３
・
４
年
生
女
子

①
斉
藤
　
璃
菜
（
野
馬
追
Ｒ
Ｃ
）

７
分
36
秒

②
阿
部
里
穂
奈
（
ワ
ラ
ガ
イ
Ｒ
Ｃ
）
７
分
50
秒

③
簡
野
あ
か
り
（
岩
沼
南
小
４
年
）
８
分
31
秒

◆
２
㎞
／
小
学
５
・
６
年
生
女
子

①
吉
田
　
恵
理
（
ワ
ラ
ガ
イ
Ｒ
Ｃ
）
７
分
18
秒

②
小
林
　
也
紗
（
福
田
小
５
年
）

７
分
57
秒

③
加
藤
さ
や
か
（
新
地
小
６
年
）

８
分
12
秒

◆
２
㎞
／
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
〈
タ
イ
ム
差
〉

①
簡
野
　
修
治
（
岩
沼
市
）

８
分
18
秒

①
簡
野
　
　
茂
（
岩
沼
市
）

〈
８
秒
差
〉

②
牛
来
　
広
隆
（
原
町
Ｒ
Ｃ
）

12
分
13
秒

〈
13
秒
差
〉

③
斎
藤
　
松
男
（
水
陸
ク
ラ
ブ
）

７
分
35
秒

〈
15
秒
差
〉

◆
５
㎞
／
中
学
生
男
子

①
畑
山
　
大
地
（
原
町
一
中
３
年
）
16
分
39
秒

②
板
倉
　
健
悟
（
原
町
一
中
３
年
）
17
分
21
秒

③
清
水
　
貴
紘
（
Ｍ
Ａ
Ｘ
）

18
分
17
秒

◆
５
㎞
／
一
般
男
子

①
清
水
　
崇
史
（
東
日
本
国
際
大
学
）16
分
28
秒

②
荒
　
　
和
久
（
相
馬
消
防
署
）

16
分
41
秒

③
日
下
　
憲
生
（
消
防
新
地
分
署
）
18
分
23
秒

◆
３
㎞
／
中
学
生
女
子

①
向
谷
地
玲
佳
（
亘
理
中
３
年
）

11
分
07
秒

②
佐
藤
　
　
瞳
（
亘
理
中
２
年
）

11
分
23
秒

③
志
賀
　
美
咲
（
中
村
一
中
２
年
）
11
分
27
秒

◆
３
㎞
／
一
般
女
子

①
鈴
木
　
時
子
（
原
町
市
Ｒ
Ｃ
）

12
分
44
秒

②
小
賀
坂
玲
子
（
中
里
）

13
分
47
秒

③
遠
藤
　
節
子
（
新
町
）

15
分
11
秒

◆
３
㎞
／
シ
ニ
ア

①
齋
藤
　
松
男（
水
陸
ク
ラ
ブ
）11
分
48
秒

②
松
本
　
征
六（
船
引
町
）

12
分
34
秒

③
三
村
　
征
三（
カ
ー
ブ
ソ
ー
イ
ン
グ
三
村
）

13
分
22
秒

第７回しんちロードレースが10月11日（体育の日）、町民野球場をス
タート・ゴールに２キロ、３キロ、５キロ、など、12部門が行われ、町
内外から１８４人のランナーが参加して健脚を競いました。

（和訳編）

｛



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

◆先月は、台風や地震などで日本中が震撼させられました。

特に隣の新潟県で起きた中越地震は、一瞬にして現地の人

たちの生活の場を奪ってしまいました。いつ起こるかわから

ない災害に対応できるように、日ごろから防災の意識を心

がけましょう。◆町では、中越地震に対する義援金募金箱

を改善センター入口、役場会計室、町民課窓口に設置しま

した。みなさんのご協力お願いします。 （健）

（平成１６年９月２１日～平成１６年１０月２０日届出）

（死亡者） （年齢） （地区）
佐藤タカ子 ７９歳 今　泉
平　　　茂 ５２歳 小　川
菅野　　健 ５９歳 菅　谷
神田　信介 ８１歳 新地町
金沢　忠一 ９０歳 城　内
今野　ハル ８４歳 小　川
荒　　栄夫 ９５歳 小　川
岡元フクヨ ７９歳 鉄炮町

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

遙
はるか

河上康彦・智香子 上真弓

渉
あゆ

生
き

齊藤　武・かおり 藤　崎

彩
あや

奈
な

佐藤信行・好　美 高　田

彪
ひゅう

真
ま

菅野正浩・智　佳 今　泉

陸
りく

前田　忍・美由紀 渋　民

雄
たけ

大
ひろ

目黒浩昭・教　恵 木　崎




